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ボランティアに関する知識・関心を高め、ボランティア活動
の活性化を図ることを目的に研修会を開催しました。今年度
は、平成30年7月豪雨災害を振り返るとともに、今後の地域づ
くりにも視点を向けた研修会でした。
当日は、ボランティア団体や関係者を含め総勢240名の方

々が参加され、実践発表として、1団体、1個人から発表いただ
きました。また、記念講演では、災害後の地域での支え合い・助
け合いの重要性について講演がありました。

★災害時の消防団の取り組み
団員は本業を持ちながら、災害発生時に消防活動を
行います。昨年の7月豪雨災害時には、危機迫る非常に
緊迫した中で、避難誘導や逃げ遅れ者の確認、広報活動
など、市民のために活動を続けられました。
活動を通して、「災害発生時、尊い人命を守り、いかに
最小限の被害に抑えられるかが重要となってくる。消防
団は地域防災の要として、町内会や自主防災組織などと
の連携を強化し、消防団の使命を遵守していきたい」と
話されました。

高梁市消防団落合分団

分団長
なか しま よし まさ

中島 好正さん

★見えてきたもの
～災害ボランティア活動～

昨年の7月豪雨災害時には、食器などの洗い物や拭き
掃除、支援物資の片づけなどの活動をされました。
中でも「おしゃべり」をすることも支援につながること
を感じられたそうです。
また、活動を通して便利な世の中になり、人と人の結
びつきが希薄になっていると感じ、「“できることを、でき
るときに、できるぶんだけ”活動することで、地域力の向
上になる。自分の持てる力をおすそ分けできる1人であり
たい」と話されました。

災害ボランティア活動者

★災害からの復興と被災後の地域づくり
　～支え合う力を取り戻す～

　2000年に発生した鳥取県西部地震に遭遇し、日野町
での災害ボランティア活動をきっかけに、日野ボランティ
ア・ネットワークに結成から参画されています。
　昨年の7月豪雨災害では、高梁市災害ボランティアセ
ンターの運営・活動に参画していただきました。「実際に
はその方の、その地域の困難さがある。7月豪雨の経験
を共有しつつ、支えあ
いの力を発揮して暮ら
しを守っていくために、
人が集うこと、話をする
ことが重要」と話され
ました。

起震車を体験した方からは、「こんなに揺れると
は思わなかった」「思うように動けなかった」などの
感想がありました。また救助工作車の紹介では、設
備や機能の多さに感心し、実際に触れながら聞いて
おられました。

市内の被災状況や災害ボランティア活動などを
写真で展示しました。見られた皆さんからは、「あの
時は怖かったなぁ」「高梁市が被害に遭うとは…」な
どの声が聞かれ、昨年の災害を振り返るとともに、
今後の防災についても考えられていました。

災害ボランティア活動支援プロジェクト会議（派遣）

日野ボランティア・ネットワーク 山下 弘彦さん

救助工作車 起震車

記 念 講 演

パ ネ ル 展 示 消 防 署 　 展 示・体 験

実 践 発 表

2/2
1ボランティア研修会ボランティア研修会

テーマ『災害に負けない地域を目指して』

竹田 悦子さん
たけ だ えつ こ

やま した ひろ ひこ

・高齢になった私にもできることを考えなければと思いました。
・日頃から、地域のつながりを作り、支え合うことが大切だと実感しました。
・自分たちの地域でも何か取り組みをしたいと思いました。

などの感想がありました。

参加者の声
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赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力いただきありがとうございました
赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力いただきありがとうございました

平成31年度「赤い羽根　まちづくり福祉活動助成事業」の助成団体を募集します！
～赤い羽根共同募金は、地域の安全・安心な暮らしを住民と共につくる活動を応援します～

歳末たすけあい募金　実績報告 赤い羽根共同募金　実績報告
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募金区分 募金額（円）
戸 別 募 金
街 頭 募 金
法 人 募 金
学 校 募 金
職 域 募 金
イベント募金
個 人 募 金
その他の募金
合 　 計
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5,408,105
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募金区分 募金額（円）
戸 別 募 金
個 人 募 金
その他の募金
合 　 計

2,193,760
12,424
42,832

2,249,016

問い合わせ先 地域福祉課 ☎２２－７２４３
川 上 支 所 ☎４８－９７７０

有 漢 支 所 ☎５７－３２１８
備 中 支 所 ☎４５－３１３１

成 羽 支 所 ☎４２－２００５

　新たな年を迎える時期に、地域で安心して暮らすことができるよう、次のボラン
ティア団体・福祉団体などが歳末たすけあい募金の助成を受け、友愛訪問活動・慰
問・交流事業を行いました。

★宇治婦人会

★有漢ボランティアあじさいの会

歳末たすけあい募金で広がる地域の歳末たすけあい募金で広がる地域の 絆

★かぐら街道布寄直売所（成羽）

★備北商工会女性部（成羽）
★四ツ葉の会（川上）

★高梁市手話ボランティアの会
★高梁市身体障害者福祉協会

★ラベンダーボランティア（川上）
★ひまわりボランティア（川上）

★備中町ヘルスボランティア連絡会

★川上地区歳末友愛訪問ボランティア

歳末たすけあい運動として、さまざまな活動に取り組まれました。

地域の安全・安心な暮らしを住民とともにつくる活動
☆助成対象活動
    自主防犯・自主防災活動のために年間を通じて必要なパトロール用資材およびユニフォームなどの整備
☆助成対象団体
    高梁市内において、原則１年以上の継続した活動が見込めること。また、団体等の運営が住民を主体とした
    組織で、自主性、自立性を有し、事業計画および会計状況が明らかであること。

☆助成金額  １団体あたり１０万円以内

☆実施期間  平成31年4月1日から平成32年3月31日まで

☆助成対象活動
    年間を通じて12回以上、地区社会福祉協議会の範囲内において定期的に地域の方々の居場所づくり、交流、
　情報交換などを目的として開催する活動拠点において、声かけ見守り活動などの社会的な孤立の防止を図るため
　のふれあい活動　　　
☆助成対象団体　 地区社会福祉協議会
☆助成金額  １地区社会福祉協議会あたり６万円を上限とし、１ふれあい拠点あたり２万円以内とする。 
☆実施期間  平成31年4月1日から平成32年3月31日まで

住民相互のふれあいの拠点づくりに積極的に取り組む活動

〇申請期間  平成31年４月１日～５月31日まで
※この助成は予算の範囲内で実施します。
　申請書は社協事務所へ備え付けていますが、市社協ホームページからもダウンロードできます。 
　詳細については、気軽にお問い合わせください。

高齢者を対象とした
歳末友愛訪問

（４団体）

障害者との交流・
歳末激励慰問

（２団体）

施設慰問および
交流事業
（５団体）

※台風の為、街頭募金は中止
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　申請書は社協事務所へ備え付けていますが、市社協ホームページからもダウンロードできます。 
　詳細については、気軽にお問い合わせください。

高齢者を対象とした
歳末友愛訪問

（４団体）

障害者との交流・
歳末激励慰問

（２団体）

施設慰問および
交流事業
（５団体）

※台風の為、街頭募金は中止

5 広報ふれあい福祉　第84号



この研修会は、福祉委員の知識の向上と委員同士の交流を図ることを目的として開催
しました。

高梁市消防本部の方から、昨年 7 月豪雨災害の状況や災害時の豆知識などを教わり、
その後、緊急時の対応について AED の使用方法を学びました。

高梁市内の災害状況が放映されると、参加者は驚きと恐怖を感じておられ、「すごいな
あ」「怖かったなあ」と、当時を思い出され、非常時の持ち出し品を準備しておこうなど
と委員同士で会話をされていました。

また、AED は見たことがあるが、その場に遭遇したときにどのように使えばよいかが
わかったなどの感想がありました。そして、常に情報に耳や目を傾ける心を持ち続け、
情報を共有することの大切さを学びました。

松原小学校の 3・4年生の児童 7名は、 高
齢者の気持ちや介護方法、接し方などを体
験的に学ぶことを目的とする高齢者疑似体
験の学習を行いました。

この学習は、視覚障害ゴーグルや耳せん、
手足の重りなどを装着して、日常生活動作
を擬似的に体験するものです。加齢によっ
て身体的に変化することを体験し、知るこ
とで、身近な福祉問題について関心を深め
ていました。

体験後児童たちからは、「高齢者の大変
さが分った」「優しい気持ちで接しようと
思った」などの感想がありました。

川上地区福祉委員連絡会研修会

福祉出前講座 in 松原小学校

地域福祉活動報告

1/31

2/8

市社協では市内の地域や
学校に出向いて福祉出前講座を行って
います。お気軽にご相談ください。

災害状況を映像で振り返る皆さん
AED の使用方法の講習の様子

体験セットを身に着けて身体的な変化を
学ぶ児童たちの様子
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地域福祉活動報告

有漢町川関地区の川関集落センターで、毎月 1 回、カフェ
「かたくりの華」が開催されています。昨年３月に地域の女性
ボランティア数名で立ち上げたもので、高齢者を中心に訪れ
た方々から好評を得ています。

のんびりとした自由な雰囲気で、近くの諏訪神社への例祭
帰りや農作業の合間に立ち寄ったり、町内の友人や知人を誘っ
て訪れたりして、笑顔とおしゃべりでにぎわいます。

バザーコーナーも人気で、地元の人が持ち寄った手芸品や
日用雑貨などの品々が並べられ、季節によっては朝採れの新
鮮野菜が早い時間に売り切れになるそうです。また、最初は
運営スタッフの賄いのために作っていたうどんやおこわなど
が、来客者の要望により、メニューに加わることもあります。

最近では、会場の準備や運営に男性スタッフが加わるなど、
地域の交流の場として、知らないうちに人の輪が広がってき
ています。

ボランティアの方は、「最初は上手くいくかどうか心配した
けど、１年経って自信がついてきました。今後も工夫しながら、
かたくりの花のように、素朴でもしっかりと地道に仲良く続
けていきたいです」と語っています。

興味がある方は、ぜひ訪ねてみてください。

市社協では、地域福祉活動計画の推進を
図るとともに、地域の皆さんが地域の福祉
課題を把握・共有し、問題解決に向けた小
地域福祉活動を推進するため、各地区社会
福祉協議会と福祉座談会を開催し、577 名
が参加されました。

今年度の福祉座談会では、現在策定中の
第２次地域福祉活動計画について意見を募
るとともに、ワークショップを行い、「見守り・
声かけ」「移動支援」「食の支援」「生活支援」

「拠点づくり」といった住民主体の活動につ
いて、それぞれの町内会で「できること」「できないこと」について話し合いました。

★できること
　●日常的な見守り・声かけ
　●食事のおすそ分け
　●ゴミだし　　など

★できないこと
　●金銭管理
　●１人で対象者の家に入ること
　●車に乗せること　など

開催日時

メニュー

問い合わせ

毎月１日（１月を除く）
午前 10 時～午後３時
コーヒー（お菓子付き）
100 円　ほか
有漢地区社会福祉協議会
☎ 57-3218

カフェ「かたくりの華」

カフェでおしゃべりを楽しむ皆さん

福祉座談会を開催

地域
の声

地域
の声

津川地区座談会の様子
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私の町の
ふくし

ふつう（普段）の
暮らしが
幸せであること。
と言われています。

このコーナーでは、そんな福祉のまち
づくりのために地域で頑張っておられ
る方を紹介していきます。

ふくしとは、
ふ
く
し

VOL.

16

N
o
b
u

y
u

k
i 　

H
e
n

m
i

私
は
40
年
間
県
の
建
設
行
政
に
携
わ
っ
て
い

た
た
め
、
福
祉
に
関
し
て
全
く
の
素
人
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
突
然
民
生
委
員
の
誘
い
が

あ
っ
て
も
断
り
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
今
ま
で

地
元
に
何
も
貢
献
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
引

き
受
け
る
こ
と
に
し
た
の
が
平
成
９
年
の
12
月

で
し
た
。

以
来
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る

「
ほ
ほ
え
み
会
」
に
も
所
属
し
、
い
ろ
い
ろ
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
中
で
も
、
毎
月
第
４
火
曜
日
に
開
催
さ
れ

て
い
た
中
井
町
自
主
リ
ハ
ビ
リ
教
室
で
は
、
65

歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
対
象
に
、
医
療
・
交
通

安
全
・
詐
欺
に
関
す
る
講
座
や
手
工
芸
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

参
加
を
促
す
た
め
の
送
迎
も
し
て
お
り
、
福

祉
関
係
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
。

そ
し
て
、
平
成
12
年
に
な
っ
て
市
の
事
業
と

し
て
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。

第
４
火
曜
日
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
自
主

リ
ハ
ビ
リ
は
第
２
火
曜
日
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
当
初
は
送
迎
も
し
て
い
ま
し
た
が
最
近
で

は
、
会
計
や
事
務
関
係
に
専
念
し
、
時
に
は
み

ん
な
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
勉
強
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
教
室
生
た
ち
は
家
に
閉
じ
こ

も
っ
て
い
る
よ
り
参
加
す
る
こ
と
で
、
多
く
の

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
、
勉
強
に

も
な
る
と
喜
ば
れ
て
お
り
、
次
回
が
待
ち
遠
し

逸
見
信
之
さ
ん

い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
２
月
第
１
土
曜
日
に
は
ふ
れ
あ

い
給
食
が
あ
り
、
75
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
の

方
と
、
80
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、

ほ
ほ
え
み
会
は
も
ち
ろ
ん
、
栄
養
・
愛
育
委

員
、
民
生
・
福
祉
委
員
や
小
学
生
も
参
加
し
て

一
緒
に
弁
当
を
配
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
食
事
作
り
の
で
き
な
い
方
へ
の
配

食
や
、
介
護
予
防
体
操
（
ロ
コ
モ
体
操
）
、
町

民
が
寄
っ
て
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
場
所
と

し
て
開
設
し
た
カ
フ
ェ
「
ほ
う
こ
く
茶
屋
」
な

ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
長

生
き
が
で
き
る
よ
う
願
い
な
が
ら
、
ま
だ
85
歳

の
若
者
の
自
分
が
で
き
る
間
、
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

クリスマス
会に参加さ

れた皆さん

ほうこく茶屋での様子
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ボランティアセンターからのお知らせ

保険金額

基本タイプ
天災タイプ（※）
（基本タイプ+地震・噴火・津波）

350円 510円

500円 710円

年間保険料（１名あたり）
Aプラン Bプランプラン

タイプ
（※）天災タイプでは、天災（地震、

噴火または津波）に起因する
被保険者自身のケガを補償し
ますが（天災危険担保特約条
項）、賠償責任の補償につい
ては、天災に起因する場合は
対象になりません。

団体割引 20％適用済／過去の損害率による割増引適用

300万円（限度額）
5億円（限度額）

6,000円4,000円

65,000円 100,000円
32,500円 50,000円

6,500円 10,000円
1,040万円（限度額）1,400万円（限度額）

1,040万円 1,400万円

手術保険金

Aプラン Bプラン

上記後遺障害、入院、退院の各補償金額（保険金額）に同じ

ケ
ガ
の
補
償

賠償責任の補償

プラン保険金の種類

死亡保険金
後遺障害保険金
入院保険金日額

入院中の手術
外来の手術

通院保険金日額
特定感染症の補償

葬祭費用保険金（特定感染症）
賠償責任保険金（対人・対物共通）

問い合わせ先 地域福祉課 ☎２２－７２４３
川 上 支 所 ☎４８－９７７０

有 漢 支 所 ☎５７－３２１８
備 中 支 所 ☎４５－３１３１

成 羽 支 所 ☎４２－２００５

今回は受賞の栄に浴しありがとうございます。これひとえに会員
皆さま、また地域の方々のご支援によるものと厚くお礼申し上げま
す。高齢社会において私たちはさらなる健康寿命の延伸を目指し、
共に支え合いながら地域に貢献してまいらなければならないと存じ
ます。私も微力ながら努力してまいりますのでどうぞよろしくお願
いいたします。

全国老人クラブ連合会会長表彰 老人クラブ育成功労

森
もりした
下　昌

まさあき
昭さん

（県老連評議員）

この度は、受賞ありがとうございます。沢山の人たちから、多
くのことを教わり、経験をさせていただきました。皆さまの支え
のおかげで、仕事を続けてこられたことに感謝しています。これ
からも人との絆を大切にし、多くの笑顔に出会えることを励みに
頑張ります。

全国老人福祉施設協議会会長感謝

丸
まるかわ
川　祐

ゆうこ
子

（市社協職員）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

12月16日から２月15日までの受付分を掲載しております。ご協力ありがとうございました。（順不同、敬称略）

平 成 30 年 度 賛 助 会 員 会 費 に ご 協 力 い た だ い た 法 人 会 員

また、市社協役員としての永年の功績が認められ、赤木五郎賞を平木生山さんが受賞されま
した。

（高梁地区）……石井乳業有限会社 　　　　　（成羽地区）……白菊商事株式会社
株式会社　小見山モータース

ボランティアセンター登録団体の活動
内容等については、市社協ホームページ
で紹介しています。最新の情報を提供す
るため、年度ごとに登録申請が必要にな
りますので、ボランティア団体の皆さんは
平成 31年度用の申請手続きをお願いい
たします。

また、平成 30 年度のボランティア活
動保険の補償期間が平成 31 年 3 月 31
日で終了となります。4 月1日から活動さ
れる団体・個人の方は、3 月末までに市
社協（地域福祉課・各支所）で保険加入
の手続きをお願いします。
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利用料

利用できる方

こんなときご相談ください！

日常生活自立支援事業とは？

具体的なお手伝いの内容

日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

　自分の判断能力に不安な人、毎日の生活費の出し入れに困っている人に福祉サービス
の手続きや金銭管理のお手伝いを行います。

次の①～③のすべてに当てはまる方です。
①契約などの判断に不安がある方
②このサービスを利用する意思がある方
③この契約内容が理解できる方

1,100 円（最初の 1時間）+交通費
　※1時間を超える場合は、30分ごとに 550円加算
　※生活保護を受けている方は国・県により負担されますので、ご本人からは頂きません。

1年間 5,000 円（実費 400円× 12ヶ月と事務手数料 200円）

◆福祉サービスの手続きについて　◆お金の出し入れについて　◆大切な書類等の預かりについて
　※ただし宝石、書画、骨董品、貴金属類など、または現金、証券、さらに運用を必要とする株券等はお預かりできません。 

問い合わせ先　地域福祉課　☎ 22-7243

☆福祉委員選出届の提出および福祉委員証の返却先
◆市社協地域福祉課　◆各支所、各地域市民センター

市社協では、住民の皆さんが安心して暮らせるよう、各町内
会で見守りや声かけ活動を行う福祉委員の選出をお願いしてい
ます。

平成31年度についても、各町内会より福祉委員を選出いただ
き、福祉委員選出届を提出していただきますようお願いします。

なお、福祉委員を交代される場合は、お渡ししている福祉委
員証をご返却いただきますようお願いします。

高梁市社会福祉協議会
　福祉委員連絡協議会

会長　丹
た ん じ

治　勇
いさむ
さん

福祉委員の選出について

◆福祉サービスを利用したいけれど、手続きの仕方がわからない…
◆銀行でお金をおろしたいけれど、自信がなくて誰かに相談したい…
◆訪問販売がきたとき、どう対応していいかわからない…

◆生活支援員が訪問してお手伝いするサービスを利用する場合

※このサービスは有料です

◆書類を預かるサービスを利用する場合

10広報ふれあい福祉　第84号



ありがとうございました。
社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成 31年１月と２月にいただいたご寄附についてお知らせします。

心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄附者の意向によって掲載しています。

（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会への 寄ご 附 平成 31年
１月〜２月
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様
）

金
一
封	

中
井
町	

新
山
　
敏
春

	
	

（
故
・
博
司
様
）

金
一
封	

中
井
町	

新
山
　
　
肇

	
	

（
故
・
政
江
様
）

金
一
封	

中
井
町	

野
口
　
粂
夫

	
	

（
故
・
春
子
様
）

金
一
封	

中
井
町	

石
川
　
正
明

	
	

（
故
・
定
子
様
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封	

宇
治
町	

平
岡
　
正
人

	
	

（
故
・
叶
様
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封	

松
原
町	

東
　
　
静
子

	
	

（
故
・
隆
夫
様
）

金
一
封	

落
合
町	

野
口
　
和
則

	
	

（
故
・
幹
雄
様
）

金
一
封	

落
合
町	

三
村
　
友
明

	
	

（
故
・
美
子
様
）

金
一
封	

津
川
町	

小
野
　
一
成

	
	

（
故
・
憲
治
様
）

金
一
封	

高
倉
町	

大
平
　
隆
祥

	
	

（
故
・
學
様
）

金
一
封	

中
井
町	

石
川
　
正
明

	
	

（
故
・
定
子
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封	

津
川
町	

渡
辺
　
　
満

	
	

（
故
・
君
代
様
）

金
一
封	

津
川
町	

山
﨑
　
幹
雄

	
	

（
故
・
兼
親
様
）

金
一
封	

津
川
町	

小
野
　
一
成

	
	

（
故
・
憲
治
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封	
川
面
町	

松
平
　
吉
正

	
	

（
故
・
宗
一
様
）

金
一
封	

川
面
町	

坂
本
　
隆
志

	
	

（
故
・
平
　
宗
男
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封	

巨
瀬
町	

島
田
　
　
進

	
	

（
故
・
房
子
様
）

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

《
高
梁
地
区
》

金
一
封	

原
田
北
町	

仲
村
美
代
子

	
	

（
故
・
正
博
様
）

金
一
封	

浜
　
町	

西
井
　
圭
介

	
	

（
故
・
清
介
様
）

金
一
封	

津
川
町	

渡
辺
　
　
満

	
	

（
故
・
君
代
様
）

金
一
封	

加
賀
郡	

難
波
　
雅
弘

	
	

（
故
・
榮
様
）

金
一
封	

落
合
町	

三
村
　
敏
通

	
	

（
故
・
チ
ヅ
エ
様
）

金
一
封	
弓
之
町	

神
原
　
英
子

	
	

（
故
・
旦
雄
様
）

金
一
封	

宇
治
町	
平
岡
　
正
人

	
	

（
故
・
叶
様
）

金
一
封	

落
合
町	

植
野
　
和
司

	
	

（
故
・
友
一
様
）

金
一
封	

中
井
町	

新
山
　
敏
春

	
	

（
故
・
博
司
様
）

金
一
封	

落
合
町	

畑
　
　
圭
子

	
	

（
故
・
艶
子
様
）

金
一
封	

下
　
町	

柏
原
　
伸
也

	
	

（
故
・
孝
司
様
）

金
一
封	

奥
万
田
町	

樋
口
　
義
博

	
	

（
故
・
千
年
様
）

金
一
封	

中
井
町	

新
山
　
　
肇

	
	

（
故
・
政
江
様
）

金
一
封	

津
川
町	

山
﨑
　
幹
雄

	
	

（
故
・
兼
親
様
）



集

記

編

後

この広報紙は、寄附金の一部を活用して発行しています

この広報紙は再生紙を使用しています。
12広報ふれあい福祉　第84号

だ
ん
だ
ん
と
暖
か
く
な
り
、
長
く
厳
し
い
冬
に
じ
っ
と

耐
え
忍
ん
で
い
た
草
木
も
、
芽
吹
き
だ
し
ま
し
た
。

さ
て
、
今
号
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
に
つ
い
て

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
７
月
豪
雨
災
害
を
経
験
し
、
い
ろ
い
ろ
な
思

い
で
聴
講
さ
れ
た
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

記
念
講
演
の
中
で
、「
そ
の
方
の
、
そ
の
地
域
の
困
難

さ
が
あ
る
。
相
互
理
解
、
共
有
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
を
考
え
る
」
と
い
う
山
下
弘
彦
さ
ん
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
災
害
時
に
お
け
る
こ
と
で
し
た

が
、
相
互
理
解
の
大
切
さ
は
普
段
の
生
活
で
も
言
え
る

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
と
は
異
な
る

思
考
な
ど
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
、
自
分
の

中
に
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
…
。
少
し
想
像
力
を
働

か
せ
て
他
者
の
気
持
ち
を
理
解
し
な
け
れ
ば
と
、
こ
の

研
修
会
を
通
し
て
多
く
の
気
付
き
が
あ
り
ま
し
た
。

季
節
の
変
わ
り
目
で
体
調
を
崩
し
や
す
い
時
期
で
す
。

ど
う
ぞ
す
こ
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。（
Ｋ
）

金
一
封	

平
　
川	

中
西
　
隆
範

	
	

（
故
・
八
重
子
様
）

【
一
般
寄
附
】

《
高
梁
支
会
》

《
高
梁
地
区
》

金
一
封	

	

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

	

第
416
回
、
第
417
回
目
）

金
一
封	

向
　
町	

　
高
梁
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
収
益
金
に

よ
る
西
日
本
豪
雨
災
害
復
興
支
援
金
と
し
て

金
一
封	
倉
敷
市
　
岡
山
県
西
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
会
社

（
西
日
本
豪
雨
災
害
復
興
支
援
金
と
し
て
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封	

巨
瀬
町	

上
森
　
一
正

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

有
　
漢	

　
上
森
　
　
武

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有
　
漢	

　
氏
弘
　
厚
治

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

上
有
漢	

　
水
川
　
利
之

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

下
大
竹
　
三
宅
　
憲
政

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

布
　
賀	

　
前
原
　
吉
夫

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

西
油
野	

　
田
村
　
光
義

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封	

成
　
羽	

日
名
　
将
博

	
	

（
故
・
暎
廣
様
）

金
一
封	
布
　
寄	

松
田
　
和
則

	
	

（
故
・
弘
子
様
）

金
一
封	

下
　
原	
平
松
　
幹
男

	
	

（
故
・
芳
男
様
）

金
一
封	

羽
　
根	
沖
嶋
　
　
昇

	
	

（
故
・
近
男
様
）

金
一
封	

長
　
地	

渡
邉
　
正
人

	
	

（
故
・
成
宣
様
）

金
一
封	

下
　
原	

佐
藤
　
典
明

	
	

（
故
・
泰
朗
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

地
　
頭	

前
原
　
康
介

	
	

（
故
・
満
洲
男
様
）

金
一
封	

上
大
竹	

森
坂
　
　
誠

	
	

（
故
・
二
郎
様
）

金
一
封	

地
　
頭	

富
田
　
秀
男

	
	

（
故
・
経
世
様
）

金
一
封	

地
　
頭	

日
谷
　
一
夫

	
	

（
故
・
ス
ミ
コ
様
）

金
一
封	

下
大
竹	

三
宅
　
清
子

	
	

（
故
・
稔
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

布
　
瀬	

鈴
村
　
知
久

	
	

（
故
・
小
忠
様
）


